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だからこそ、あなたがたはあらゆる熱意を傾けて、

信仰には徳を、徳には知識を、

知識には自制を、自制には忍耐を、忍耐には敬虔を、

敬虔には兄弟愛を、兄弟愛には愛を加えなさい。

　　　　　　　　第二ペテロ１章５～７節

年間聖句
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主日礼拝
２０２０年　１１月 １日

礼拝奉仕者

説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 本多崇兄　　奏楽 ： 本多こずえ姉　 受付 ： 本多祐子姉
　パワーポイント ： 本多悟兄　　　感謝の祈り ： 本多志依姉

賛 美

祈 り

今 月 の 賛 美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

賛 美

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

聖 餐 式

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

一 同

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

本 多 志 依 姉

一 同

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 主イエスの十字架の血で」

「 いのちの光」

聖歌２９５番「 成したまえなが旨」

聖歌４０８番「 おんめぐみとおんひかりの」

　創世記２章１５節～２５節

「 善悪の知識を人が握る結末は？」

聖歌５００番「 みことばなる」

福音賛美歌２５９番「 ともにパンを分け合おう」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●コロナウィルス感染が落ち着くまで

昼食会はお休みいたします。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

創世記２章１５節～２５節

15, 神である主は人を連れて来て、 エデンの園に置き、 そこを耕させ、

また守らせた。

16, 神である主は人に命じられた。 「あなたは園のどの木からでも思い

のまま食べてよい。

17, しかし、 善悪の知識の木からは、 食べてはならない。 その木から

食べるとき、 あなたは必ず死ぬ。」

18, また、 神である主は言われた。 「人がひとりでいるのは良くない。

わたしは人のために、 ふさわしい助け手を造ろう。」

19, 神である主は、 その土地の土で、 あらゆる野の獣とあらゆる空の

鳥を形造って、 人のところに連れて来られた。 人がそれを何と呼ぶかを

ご覧になるためであった。 人がそれを呼ぶと、 何であれ、 それがその

生き物の名となった。

20, 人はすべての家畜、空の鳥、すべての野の獣に名をつけた。 しかし、

アダムには、 ふさわしい助け手が見つからなかった。

21, 神である主は、 深い眠りを人に下された。 それで、 人は眠った。

主は彼のあばら骨の一つを取り、 そのところを肉でふさがれた。

22, 神である主は、 人から取ったあばら骨を一人の女に造り上げ、 人

のところに連れて来られた。

23, 人は言った。 「これこそ、 ついに私の骨からの骨、 私の肉からの肉。

これを女と名づけよう。 男から取られたのだから。」

24, それゆえ、 男は父と母を離れ、 その妻と結ばれ、 ふたりは一体と

なるのである。

25, そのとき、 人とその妻はふたりとも裸であったが、 恥ずかしいとは

思わなかった。

「善悪の知識を人が握る結末は？」
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今月の賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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メッセージ　ポイント

先週のポイントを復習します。 先週は、 神様創造の技の完成でした。 最後に神様は、 6 日間の働きと 7 日目の休
みとの境目をしっかりとつけ、 7 日目は特別な日 （聖なる日） として、 用意されたことを学びました。 いかがその
ポイントです。
①すべての御業を完成された。 　7日目 （特別な聖なる日）
②人はいのちの息を吹き込まれた。
③エデンの園は神の恵みで満ち溢れていた。 　
今までの創世記の学びを通して神様は、 順序正しく、 私たち人間が安心して生活できる環境を整えて来て下さっ
たことを学びました。 また更に本日の個所は、 人は、 神様からエデンの園が与えられ、 自由が与えられ、 食べる
ことにも困らず、 生活させていただいていたことが書かれています。
しかし、 たった一つだけ禁止事項をつくられたのです。 そのたった一つだけの禁止事項 「善悪の知識の木あらは、
食べてはならない」 というものが与えられたのです。 難しい注文ではないことは、 だれもがわかると思います。 しか
しこの決して厳しくもなく、 難しくもない注文を人は守ることができなかったのです。
では、 本日のポイントを記します。

１、 神は人に必要なものをすべて整えて下さり自由が与えられていた。

２、 ただ一つ善悪の知識の木のからは食べてはならないと言われた。

３、 人にふさわしい助けてを与えて下さった。

　

●まとめ　
①神は人に必要なものをすべて整えて下さり自由が与えられていた。
②人間が神から離れ自分勝手に善悪を判断する先は死であることを神は忠告された。
③人にふさわしい助けてを与えて下さった。

私たちは、 世界の創造から、 人の創造までの間で神との関係がいかに大切かを知ります。 善悪の判断を人間の自
己中心な考えで判断するときその行きつくところは滅びであることを私たちは常に心に言い聞かせる者でありたい
です。 その判断を間違えない為に週の初めには、 まず神を礼拝し、 自分の心に自分が居座っていないかを判断す
る者でありたいです。

     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　原市場聖書教会牧師　若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 10月28日（水）

 10月25日（日) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　３人　　　　　　　　　　　　　３人

礼　　　　　拝   　３人    　７人   １３人　   ２３人

　　　　　　　　　（礼拝はオンライン参加者２名を含む）

夕　　礼　　拝　　 　　　　  お休みでした。

祈　　り　　会　　 　　　　　どなたも来られませんでした。

報　　　　告

本日午後の予定

11 月の誕生日

次週（11月８日〈日〉）

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

司　　会 ： 本多崇兄　　

聖　　書 ： 創世記３章１節～７節　

説　　教 ： 「滅びの道は好ましく見える」　若村和仁師　　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉

讃　　美 ： 「土の器」　　　今月の賛美 「いのちの光」

　　　　　　　　聖歌３３１、 聖歌４０４、 聖歌５２９、 聖歌３８３

受　　付 ： 勝山幸子姉　　献金感謝祈祷 ： 渡辺恵姉

集会案内

礼　　　　拝　　　 　　　　　　　　　　　  10:30 ～ 12:00　
11 月 8 日 ( 日）

hi-b.a. 金曜合同集会　　　　 （会場 ： オンラインにて）・１１月６日 （金）

hi-b.a. 木曜合同集会　　　　・１１月５日 （木） （会場 ： オンラインにて）

ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　　   9:30 ～ 10:15

祈　 り 　会　　　　　　　　　　　　　　　 10:30 ～ 12:00 頃11 月 4 日 ( 水）

☆礼拝後昼食会はありませんが自家焙煎珈琲をご用意しています。
　ご自由にお交わり下さい。

・ １１月４日～１１月６日 （水～金） NPO 法人あまやどり奉仕 （場所 ： 高麗聖書教会）

　６日 本多翔兄　７日 渡辺愛秀兄 石井颯人兄　１８日 ジェニファー姉　２０日 渡辺愛昭さん

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

☆体調不良の方は、礼拝出席を無理せず zoom にて礼拝を中継いたしますのでご利用く
  ださい。また、礼拝堂に入られる時には、手の消毒をよろしくお願いいたします。
☆ 11 月に入っても感染の終息が見えません。礼拝中の賛美ですが、引き続き番数を減ら
　し礼拝をお捧げいたします。ご理解ご協力お願いいたします。
★ 11 月以降の予定
　昼食は 11 月もお休みいたします。zoom での礼拝中継はしばらく継続する予定です。
★ 11 月平日の集会予定
　・こひつじタイム 11 月 17 日（火）、
　・赤毛のアンは 11 月 10 日、24 日（火）

☆礼拝後運営委員会
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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